
参加報告書 

中国サッカー協会（広島県） 

２級審判員 近藤琢哉 

１． 大会について 

 大会名：「全国高等学校体育大会サッカー競技大会」 

 主催：（公財）全国高等学校体育連盟、（公財）日本サッカー連盟 

参加チーム：５１チーム 

  

２． 参加審判員（JFA 強化審判員） 

  審判員（１２名）（北海道 1名•東北 1名•関東 2名•北信越１名•東海２名、関西２名•中国１名

•四国１名•九州１名） 

 

３． 研修内容 

 事前研修 

目標確認：「「審判チームの連携によるフェアで安心安全、そして円滑な試合運営の実現」 

４局面の連続性とチーム戦術の意図を理解したレフェリング 

新競技規則の確認：新競技規則初の公式戦の為、適用ミスを防ぐ 

 1 日目研修 

新ルール適用確認：新ルール適用での実施方法を再確認し、正しい順序で行う 

ADV の見極め：攻撃側・守備側両方の競技者の位置と数を正しく理解し、正しい判定に繋げること

が大切 

 ２日目研修 

映像研修（尚志 vs 矢板中央）担当試合 

① ファールの質の見極め 

負傷の程度の判断を考慮に入れているかどうか 

② ADV 見極め 

時間帯・ファールの質を正しく判断できているか 

 3 日目研修 

「プロアクティブなレフェリング」 

積極的で先取りした肯定的な動作（問題が起こる前に解決する） 

先手を打つ 

パーソナリティ 

コミュニケーション能力 

4 日目研修 

「１つの笛が試合の質を一つ上げる」 

ポジショニング＝いい角度を追求する 

ファールが起きた後の順序 

 



信頼される審判員になるためには何をするべきなのか 

審判員としての自覚を持つ 

 

試合振り返り（主審のみ） 

2 回戦 尚志 vs矢板中央 

幅をとり開く場面と開かずに中で判定する場面の使い分けができていた 

パーソナリティを発揮すべき場面で適切に強さを出せていた 

後半 GKと FW の接触の場面で準備不足により距離ができてしまっていた 

準備をしっかりし、適切な距離で判定することを意識する 

 

3 回戦 九国大付 vs 桐蔭学園 

パーソナリティとしてそこまで強さを出す必要があるのか 

５秒カウントにおいて強さが必要な場面とそうでない場面を使い分ける 

 

４． 最後に 

 改めまして、今回参加するにあたり推薦いただいた皆様、日頃より指導いただいている皆様に御

礼申し上げます。 

自地域での学びを、全国大会の場でも自分らしく表現することができたと思います。今回の研修で

学んだことを自身の審判活動に活かしていきたいと思います。今後ともご指導ご鞭撻の程よろしく

お願いいたします。 


